
71 期生学年主任を務めます、菊永真美より書面にてごあいさつ申しあげます。 

 

71 期新入生 320 名のみなさん、ご入学おめでとうございます。そして保護者のみなさま、

お子様のご入学、誠におめでとうございます。これまでお子様を育ててこられたみなさまの

ご尽力に心より敬意を表すとともに、私たち教職員に課せられた責任の重さに身の引き締

まる思いでございます。高校生活の三年間は社会人として巣立つ前のお子様にさまざまな

ことを伝えていける最後の時期です。とはいえ、私たち教職員は生徒たちがこれから進んで

いく道の目の前に転がる数多の石を先回りして退けてあげるのではなく、彼らが自分で石

を認識しそれをどう対処すべく試行錯誤するのか、そしてもし転んでしまったらどう立ち

上がるのかを見守りたいと考えております。もちろんそのための助言や時には手を差し伸

べ導くことは厭いません。保護者のみなさまには、何かの折には学年団に遠慮なくご相談い

ただき、ご家庭と学校がともに手を携えて同じ方向性でお子様に対応できるようご協力の

ほどよろしくお願い申しあげます。 

 

さて、新入生のみなさんには登美丘高校の桜満開の美しさを共に見られない春となり、寂

しいスタートとなってしまいました。それでも、みなさんの今現在の喜びや期待、緊張、不

安、目に映るすべてのもの、肌で感じるすべての感覚、脳裏に浮かぶすべての考えは、必ず

や今後の高校生活の糧となるものだと信じて、それらをどうか大切にしてください。そして、

イメージしてください。これから始まる高校生活や、さらにはその先へと進んでいく自分像

を。イメージを描くことは身体動作や生活習慣、そして生き方に影響します。進むべき自分

像がしっかりイメージできていれば、そのためには何をしてどんな感情を味わうかといっ

た、必要な情報が自然と集まってくるでしょう。その情報は、ものすごくしんどいことかも

しれません。それでも描いたイメージを信じて、自分を信じてそのための努力や苦労を夢中

になって継続していくことで、気が付けば描いていた通りの世界が現実化し、目の前に現れ

ることでしょう。私たちも、合格者登校日で提出していただいた個人写真を見ながら、これ

から始まる 71 期のみなさんとの高校生活をイメージしています。みなさんに早く会いたい

です。 

 

 最後になりましたが、今後も状況の変化に伴い学校からの連絡事項等を発信してまいり

ますので本校 HP と 365 日いつでもネット（メールマガジン）のチェックをお願いいたし

ます。みなさまのご健康と平穏な生活を心からお祈り申しあげます。 


